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速器分析研究所に委託して土器付着物 10 点（うち 2 点はソウル大測定試料と同一土器の付着物）
の炭素 14 年代測定を実施し，縄文時代早期末葉～前期前葉土器群の炭素 14 年代測定値と比較検討
した［小林 2012］。細竹遺跡の炭素 14 年代測定結果は，一部に海洋リザーバー効果の影響を受けた
可能性があるものが含まれるものの，おおよそまとまった測定結果であり，6700 ～ 6200 14C BP に
含まれる測定結果であった。これらの較正年代は，7665 ～ 7320 cal BP（5715 ～ 5370 cal BC）の
2σの有効範囲に含まれる。日本列島の縄文文化との対比では早期末葉から前期初頭の年代に比定
される。なお，小林等が測定した結果とソウル大が測定した結果との対比では，後者は 100 ～ 200 
14C yr 若い測定値となる傾向が見られたが，その原因は不明であった。
　その後，安在晧と李昌熙（当時：国立歴史民俗博物館）が，土器群の型式学的な再検討および
10 点の試料の炭素 14 年代測定をおこない（測定機関パレオ・ラボ），これらの土器群を年代的に
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棒状豆粒文 口縁外 37p―8 930 A3PitⅢ―3a層 6480±120 7590 ― 7160 95.4 
Dk9 SNU00―396 新石器時代前期1―3d期
押捺隆帯・
















押捺文 口縁外 37p―11 928 B3PitⅢ―2b下層 6440±90 7510 ― 7170 95.4 













































2 Beta―119433 新石器時代 木材 — — — B5PitⅢ―1層 6040±80 7160 ― 6710 95.4 



















（隆線文） 土器付着物 口縁外 21p―中左 — B6　Ⅲ a―3a 6500±30 7480 ― 7320 95.4 
KRKTS―2 IAAA―101208 新石器時代前期（隆線文） 土器付着物 口縁外 17p―下左 389 A2・3　Ⅲ―2b 6480±30 7440 ― 7310 95.4 
KRKTS―3 IAAA―101209 新石器時代前期（隆線文） 土器付着物 口縁内 17p―下左 389 A2・3　Ⅲ―2b 6760±30 7670 ― 7570 95.4 
KRKTS―4 IAAA―101210 新石器時代前期（隆線文） 土器付着物 胴外 23p―上左 424 B3　Ⅲ―3a 6680±30 7610 ― 7490 95.4 
KRKTS―5 IAAA―101211 新石器時代前期（隆線文） 土器付着物 胴内 23p―上左 424 B3　Ⅲ―3a 6600±30 7570 ― 7430 95.4 











KRKTS―9 IAAA―101213 新石器時代前期（隆線文） 土器付着物 胴内 37p―11 928 B3　Ⅲ―2b 下 6650±30 7580 ― 7470 95.4 











KRKTS―15 IAAA―101215 新石器時代前期（隆線文） 土器付着物 口縁内 11p―下右 183 B2　Ⅲ―1 6480±30 7440 ― 7310 95.4 




（隆線文） 土器付着物 内 — — B5　Ⅲ―3b 6720±50 7670 ― 7500 95.4 
USSJ―3 PLD―20509 新石器時代前期（隆線文） 土器付着物 外 — — B6　Ⅲ―1a 6380±40 7420 ― 7250 95.4 
USSJ―4―1 PLD―20510 新石器時代前期（隆線文） 土器付着物 外 — — B3　Ⅲ―2b 下 6315±25 7300 ― 7170 95.4 










































































USSJ―13 PLD―20517 新石器時代前期（隆線文） 土器付着物 外 —
（ソウル大










図 2　細竹遺跡 2013 年度測定試料（その１）
図 2　細竹遺跡 2013 年度測定試料（1）
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［韓国蔚山市細竹遺跡における新石器時代の土器付着炭化物の分析］……小林謙一・工藤雄一郎







図 3　細竹遺跡 2013 年度測定試料（その 2）図 3　細竹遺跡 2013 年度測定試料（2）
68
KRKTS–6ad・7ad
　B2 区Ⅲ–2a 層出土，同一の新石器時代前期無文土器胴部下部破片の内外面付着物であり，6ad は
外面付着物，7ad は内面付着物である。極めて良好な炭化物の付着状態であった。特に内面の 7 は
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（yr BP±1σ） cal BP （%）
本研究 KRKTS―6ad YU―1796 新石器時代前期（無文） 土器付着物 スス
胴部
外面 辻 TS6 追加 B2区Ⅲ―2a層 6175±30 7170 ― 6980 （95.4）













KRKTS―10ad YU―1798 新石器時代前期（隆帯文） 土器付着物 スス
口縁部
外面 辻 TS10 追加 A6区Ⅲ―1a層 6430±30 7430 ― 7280 （95.4）
KRKTS―11ad YU―1799 新石器時代前期（隆帯押捺文） 土器付着物 コゲ
口縁部
内面 辻 TS11 追加 C1区Ⅲ―3a層 6875±30 7790 ― 7660 （95.4）
KRKTS―12ad YU―1800 新石器時代前期（無文） 土器付着物 コゲ
胴部
内面 辻 TS12 追加 B1区Ⅲ―1層 6310±25 7300 ― 7160 （95.4）
KRKTS―20 YU―1801 新石器時代前期（隆帯押捺文） 土器付着物 スス
口縁部
外面 — B6区Ⅲ―3a層 6415±30 7420 ― 7270 （95.4）
KRKTS―21 YU―1802 新石器時代前期（隆帯押捺文） 土器付着物 コゲ
口縁部















と安定同位体質量分析装置（Flash EA1112–DELTA V ADVANTAGE ConFlo Ⅳ System）により，
炭素・窒素安定同位体比，炭素および窒素含有量を測定し，C/N 比（原子数比）を算出した。
❸ 分析結果
3 ― 1　　炭素 14 年代測定結果
　炭素 14 年代測定結果を表 5 に示す。炭素年代は 14C BP（1950 年起点で表記），較正年代は cal BP（2
σで計算し，確率密度を％で示す）で表記した。
　測定結果はこれまでの先行研究と整合的であり，1 点のみ古い年代を示した 6875±30 14C BP
（KRKTS–11ad） 以 外 は，6465±30 14C BP（KRKTS–21） か ら 6175±30 14C BP（KRKTS–6ad）
の範囲に収まった。
3 ― 2　　炭素・窒素安定同位体分析およびC/N比の分析結果
　土器付着炭化物の炭素・窒素安定同位体比，C/N 比の分析結果一覧を表 5 に示した。土器外面




　外面付着炭化物の窒素同位体比（δ15N）は，KRKTS–6ad の 1 点を除き，10‰よりも高い値を
示した。内面付着炭化物のδ15N は，KRKTS–7ad（鱗茎状付着物）のみ 4.1‰と低い値を示した以
外は，いずれも 10‰よりも高い値を示した。
　C/N 比は外面付着炭化物がいずれも 20 以上と高い値を示したのに対し，内面付着炭化物は 20






較正年代は IntCal13 および Marine13（Reimer et al., 2013）で算出した（1）。
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δ13C δ15N Total N Total C C/N 14C 年代 較正年代（Intcal13） 較正年代（Marine13）


















































































































































11ad，KRKTS–21 はその可能性が高い。11ad については，分析した試料のなかで C/N 比が最も低
く，炭化物は主成分は動物質起源と考えられる。δ13C・δ15N も最も高い値を示しており，海生哺
乳類を煮炊きした際に生じた炭化物の可能性が考えられる。この試料の炭素 14 年代は，6875±30 
14C BP と最も古い値を示している点も注意しておきたい。
　これに対し，KRKTS–15 は C/N 比が 21 と他と比べて高いことから，完全に動物性タンパク質
起源とは言い切れない試料である。しかし，δ13C・δ15N もそれぞれ–23.4‰，10.6‰と高いことか
ら，陸上の C3 植物と海産物が混じっている可能性なども考慮する必要がある。KRKTS–12ad はδ











用いて較正することは適切ではない。そこで，Marine13［Reimer et al., 2013］を用いて，較正年代
を算出する必要がある。なお，Marine13 による較正年代の算出にあたっては，ローカルリザーバー
（ΔR）を考慮しなければならない。日本海では，石川県真脇遺跡の堆積物（7900 ～ 4600 cal BP）











































































でもおおよそ IntCal13 で計算するよりも，400 ～ 300 年程度新しくなることがわかる（図 5・図 6）。
ここでは，平均的な表層海水の値である Marine13 による較正年代が土器付着炭化物の真の年代を
示していると考えるのではなく，IntCal13 の値と Marine13 の値の範囲内に位置づけられると考え
ておきたい。　
　一方，土器外面付着物については，通常の陸上起源の試料に使用する，Intcal13［Reimer et al., 
2013］を用いて暦年に較正した（表 5，図 5）。また，先行研究の炭素 14 年代についても，今回新









　これに対し，内面付着炭化物は Marine13 で較正した場合，7400 ～ 6700 cal BP の間に分布する




～ 6700 cal BP 前後の値を示しており，また，東国大学校［2007］による炭化種子の較正年代も，
誤差が大きいものの 7160 ～ 6470 cal BP と，土器付着炭化物よりも新しい年代を示している（表 2）。
　以上の結果を総合すると，細竹遺跡における新石器時代前期の土器の年代は，6700 cal BP 頃の
ものが含まれている可能性も否定できない。その場合，7600 ～ 6700 cal BP の間の約 900 年間，も
しくは，もしくは 7400 ～ 6700 cal BP の間の 700 年間が，細竹遺跡が残された主要な期間と考え
ることができるかもしれない。また，先行研究での年代測定結果も含めて検討してみると（図 7，




































6650±30 14C BP (M)
KRKTS-15 1層 





6875±30 14C BP (M)
KRKTS-12ad 1層 
6310±25 14C BP (M)
KRKTS-21  1層 




IntCal13 の値と Marine13 の値の範囲内である可能性が高い。
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熙により炭素 14 年代測定がおこなわれている［安・李 2014］（図 7）。測定された試料の較正年代に
ついて，図 8 に層位毎に並べ直して示す。
　これらのうち，USSJ–13（外面，3c 層出土，6620±60 14C BP）は，東国大学校報告時のソウ
ル大学による測定である DK5–1（外面，SNU00–397：6420±110 14C BP）および DK5–2（外
面，SNU00–398：5700±60 14C BP）と，USSJ–12（外面，3b 層出土，6520±35 14C BP）は DK8
（SNU00–385：6480±120 14C BP）と，USSJ–8（外面，2b 層出土，6265±45 14C BP）は DK9（外面，
SNU00–386：6260±250 14C BP）の測定試料と同じ土器の付着物である。
　これらの測定結果をみると，層位毎の出土試料と測定結果とは，不整合な例も認められ，堆積











































図 6　土器付着炭化物の較正年代と IntCal13 およびMarine13 との関係
76









図 7　安・李 2013 による測定対象試料
 （安・李 2013 に追記）
国立歴史民俗博物館研究報告





No.2 6040±80 14C BP
No.3 6020±70 14C BP
No.4 6240±50 14C BP
Dk1 6280±40 14C BP 口縁外　1層
Dk2 6260±40 14C BP 口縁外　1層
Dk3 6110±80 14C BP 口縁外　2b層
Dk5-1 6420±110 14C BP 口縁外　3c層
Dk5-2 5700±60 14C BP 口縁外　3c層
Dk8 6480±120 14C BP 口縁外　3a層
Dk9 6260±250 14C BP 口縁外　2b層
Dk11-1 6740±30 14C BP 口縁外　2b下層
Dk11-2 6440±90 14C BP 口縁外　2b下層
Dk12-1 6260±40 14C BP 胴部外　6層
Dk12-2 6330±40 14C BP 胴部外　6層




USSJ-1 6720±50 14C BP 内　3b層
USSJ-5-2 6305±50 14C BP 内　Tr
USSJ-6 6570±40 14C BP 内　2b層
USSJ-7 6535±40 14C BP 内　1a層
USSJ-9 6505±25 14C BP 内　1a層
USSJ-3 6380±40 14C BP 外　1a層
USSJ-4-1 6315±25 14C BP 外　2b下層
USSJ-8 6265±45 14C BP 外　2b層
USSJ-12 6520±35 14C BP 外　3b層




しては，刻目隆帯文が 7600 cal BP（5650 cal BC）ころからもっとも新しい 7150 cal BP（5200 cal 
BC）に近い時期まで存在するとともに，7600 ～ 7450 cal BP（5650 ～ 5500 cal BC）ころに棒状
豆粒文，次いで 7550 ～ 7450 cal BP（5600 ～ 5500 cal BC）ころに刺突文，7450 cal BP（5500 cal 
BC）ころに粘土帯文，第 2 グループとして 7450 ～ 7350 cal BP（5500 ～ 5400 cal BC）ころに押
圧隆帯文および刺突文が付加されるもの，第 3 グループとして 7350 ～ 7250 cal BP（5400 ～ 5300 
cal BC）ころにみられる波状口縁文や指頭隆帯文の文様別の変遷観を示している［安・李 2013］。
今回の測定結果から KRKTS–20（外面，3a 層出土，6415±30 14C BP）の隆帯押捺文土器が 7400
～ 7270 cal BP（5450 ～ 5320 cal BC）の較正年代で，安が想定した第 2 グループの年代と重な
る。他の外面付着物の試料である KRKTS–6（外面，2a 層出土，6175±30 14C BP）と KRKTS–10
（外面，1a 層出土，6430±30 14C BP）については，KRKTS–6 は無紋の部分であるため明確な編
年的位置づけを示し得ないが，KRKTS–10 は口縁下位に弱く押捺のみられる隆帯文が横走する。






　1 層出土の Dk1 および Dk2 の格子状・三角形状の意匠を持つ隆起線文土器外面付着物は，7310
～ 7020 cal BP ころと比較的新しい較正年代となり，最も新しいグループの土器と捉えることがで
きる。それに対し，同一層位となる 1 層出土の KRKTS–10 は刻目隆線文を持ち 7430 ～ 7280 cal 
BP ころの較正年代で，2 層以下の隆線文土器と文様が類似しかつ年代も近いことから，より下層
に所属する土器である可能性が考えられる。よって，1 層の刻み目を持たずに三角形・格子状をな
す隆線文土器については，7200 cal BP ころを中心とした年代と捉えることも可能である。
　2a 層出土の KRKTS–6 は無文部分の破片であるために文様を推定できないが，外面付着物の較
正年代は 7170 ～ 6980 cal BP の較正年代で，より下層の押捺隆線文土器よりは新しく，上記の 1
層の年代に近いと捉えるべきであろう。
　それに対し 2b 層出土の Dk9（USSJ–6）・Dk11–2・KRKTS–2・4・8，3a 層出土の KRTKS–1・
20・Dk8（USSJ–12）は，口唇下位に刻目または押捺をもつ隆線を横走させる土器で共通性がみら
れる。これらの外面付着物の較正年代は 7600 ～ 7200 cal BP に及ぶが，KRKTS–2，Dk11–2 およ
び KRKTS–20 は測定結果がほぼ一致し，7440 ～ 7270 cal BP の較正年代，これらにやや遡る年代
値で KRTKS–2 と 1 は 7480 ～ 7320 cal BP ころの較正年代でまとまっており（Dk–8 は誤差が大き
いが，おおよそ一致している），押圧・刻目の横走隆線文土器の年代が 7500 ～ 7300 cal BP ころを
含む年代である可能性を示唆している。
　より下層の 3c 層からは刻目・押捺をもつ KRKTS–14 および Dk5（USSJ–13）が出土しており，











木炭 14 点が年代測定され，6740±30 ～ 5700±60 14C BBP，新しいⅡ層で 4390±60 14C BP の年代
が報告されている［東国大学校埋蔵文化財研究所 2007］。近年，韓国文物研究院が黄城洞遺跡Ａ・Ｂ
区を調査し瀛仙洞式押引文土器段階が出土している［韓国文物研究院 2009・2010・2012］。この結果
































に併行する，7600 ～ 7000cal BP に含まれる数時期にわたる土器群であると理解できる。ただし，
前述のように内面付着物の海洋用リザーバー効果を考慮した Marine13 による較正結果での 7400
～ 6700cal BP という較正年代や，辻［2007］による木材の較正年代，東国大学校［2007］による炭
化種子の較正年代を加味すると，6700 cal BP まで遺跡が継続している可能性も残る。小林による










築」2010 ～ 2012 年度（代表者：石井正敏，分担者：小林謙一・工藤雄一郎）の成果である。本稿
で参照している炭素 14 年代測定結果は，平成 13 ～ 15 年度科学研究費補助金基盤研究（A・1）「縄
文弥生時代の高精度年代体系の構築」（課題番号 13308009 研究代表今村峯雄），国立歴史民俗博物
館平成 16・17 年度基盤研究「高精度年代測定法の活用による歴史資料の総合的研究」（研究代表今
村峯雄）［今村編 2004］・平成 16 ～ 20 年度科学研究費補助金（学術創成研究）「弥生農耕の起源と
東アジア─炭素年代測定による高精度編年体系の構築─」（課題番号 16GS0118 研究代表西本豊弘）
［西本編 2009］，同基盤 C 平成 17 ～ 18 年度「AMS 炭素 14 年代測定を利用した東日本縄紋前半期の
実年代の研究」（課題番号 17520529 研究代表小林謙一），同基盤 C 平成 22 ～ 24 年度「炭素 14 年
代による縄紋集落の研究」（課題番号 22520774 研究代表小林謙一）， 同基盤 B 平成 25 ～ 26 年度「炭
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